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幼児期の運動技能 ・運動能力 と運動有能感 ・身体活動欲求との関連

一運動能力は高いが運動技能の低 い子の特性厂

○岩崎洋子 （日本女子大学） 朴　淳香 （鶴見大学短期大学部）

1 ．研究の 目的

　幼児期の 遊び に 関す る 技能 は、子 ど もの 発育
・
発達

をベ
ー

ス に、遊びの 積み 重ね の 中で 経験する こ とによ

り獲得 され る 。

　か らだを使う遊びの充実に は、昨年め発表で述べ た

よ う に、運 動能力 の発育 ・発達を基盤 として、目的 に

合 っ た か らだの 使 い方が で き る運 動技能が欠 か せ な い。

近年、保育現場で は、日常の 遊びの 中で の 運動技能の

未熟さか ら生じる課題が多い と報告されて い る。例 え

ば、入薗間もな い子どもの動きの未熟や不安定さ、遊．

具 な どの 用具操作ス キル の未熟さやそ こ から生じる危

険な ど、個人差は ある もの の、そ の よ うな園児が増加

傾向に あるこ とは、現在 の子 どもの生活状況からも推

察 さ れ る 。

　筆者は、昨年、本学会で 運動能力を葆持して い る に

も関わ らず、遊びの 中で 生かされて い ない と考えられ

る 運 動能力 は上位 25 ％ の 中 に あるが 、運動技能が 下

位 25 ％の 子どもを抽出して そ の課題を検討 した。そ

の 結果、比較群 （運動能力
・
運動技能と もに上位 25 ％

の 子ども〉との、大きな差は園で の生活 に は見られな

かっ たが、家庭に 帰っ て か らの 外遊び場 の 有無 外遊

び時間の 長短に 差があ り、運動技能 の下位群は家庭 に

帰っ て からの 遊びが十分で な い こ とが 推察 され た 。 ま

た 、 運動技能が高か い か低い かが与える影響は、個 々

の運動が出来ない とい う運動技能そのもの の 問題より

も、運動が出来ない こ とによ り生 じる、自己に対する

効力感や運動に 対する意欲に 関する こ とで はないか と

考え られる。

　本研究で は、運動能力は高 い が、運動技能が低 い 子

は運動場面におい て、どの よ うに自分をとらえて い る

の か、ま た、動き た い と い う欲求は どの よ うで ある の

かを運動有能感検査と活動欲求検査を用 いて検討する

こ と と した。

2．方法

  対象児　神奈川県横浜市に ある私立幼稚園児墨
』

4 歳児 　男児 Z6名　女児 47名　　5歳児　男児 35名　女児 46名

  実施期間

　 1　運動技能測定　　平成 14年 6月 24 日

2　運動能力検査　　平成 14年 10月 25 日、28 日

3　運動有能感 ・身体活動欲求検査

　　　　　　　　　　　平成 15年 2月 24 日

  実施内容

1　運動技能項目 （勝部篤美，197D

　 手足 の協応 に 関す る動き （2 種 目）、ボ
ー

ル操

　 作 （4 種目）、回転運動 （マ ッ ト） （2種目）、

　 バ ラ ンス （3種 目）、回転運動 （鉄棒） （2種 目）

2　運動能力検査種目 （東京教育大学体育心理学研

　 究盛作成）25m走、立幅跳び、ボー
ル投げ、両

　 足連続飛び越し、体支持持続時間、捕球

3 ．運動有能感検査 （どっ ちの 子 に似て る かな） 8項 目

　　身体活動欲求検査 （どちらをやっ てみ たいかな）ll項目

3．結果

　表 1に対象児の 年齢と
’
餬 1」による、運動技能、運動

能力、運動有能感、身体活動欲求の 4 項目の合計点 の

相関を示 した。運 動有能感 と、運動技能 ・運動能力は

4歳児男児、女児に 相関が 見 られ なか っ たが 、5歳児

にな る と、男女児ともに運動技能、運動能力に相関が

見 られ た 。 身体活動欲求との 相関は、運動技能に 4 歳

児女子 の みに相関が認められなか っ た。5歳児に なる

と、運 動有能感や身体活動欲求と、運動技能
・
運動能

力の 間に性差はある もの の、相関が高くな る こ とが推

察された。

　運動能力検査合計点は上位 25 ％の中の あ り、運動

技能検査の合計点が下位 25 ％ にある子を抽出した。

そ の 結果、4歳児男児 3 名、女児 1 名、5 歳児男児 1

名が抽出 さ れた。

　図 1 には 5名そ れぞれ の運動技能、運動能力、運動

有能感、身体活動欲求検査 の合計点を 示 した。5名の

被験者 の 4項目の特性は 、 H を、除い て運動有能感が

低い 傾向に あっ た。身体活動欲求には特 に低 い 傾向は

見られなか っ た。個々 の運動技能に対する、実際の成

就と自己 のイ メ
ー

ジや認識、身体活動欲求との 間の
一

致が他の群より、低い 傾向に あっ た。

　また表 2 より、成就して いな い 技能に対して 、そ の

運動をや っ て みた い とい う積極的な姿勢が認められな

い 傾向が見受けられたe
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嗣 雑 脚 力・運動有能感・雅 1舌辮鷭鱒
運動技能 運動能力 有能感 活動欲求

運動 技能 男児一ゆ ，296（＊） O．174 ．535（＊）

運 動 能 力 ．416伊矧 ← 3雛 0．199 一
〇．143

有能感 、 o ／330167 一
〇，012

活動欲求 006501960041
劉　．．　　　　　　　　　　　　 率 寧001〈ρ，＊O．05くP 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊ ＊O．Ol〈p，＊O．05〈p

悃 T（4男）

■ 平均

図1 運動能力が高く運動技能が 低い 子め4項目の 合計点

表25 名 の 運動技能の 成就と運動有能感得点
・身体活 勦欲求得点

一　 なわとび　・ 小 型 ポール 受 け 鉄棒　 　．
」．

＄ HTR ・Y
’

SHTRYS
層
H
・

TRY

運 動 技能 XxXx4XxXXxxx ．× XX
’

x

運 動 有 能 感 3321324334241 ’．11
身体活 動欲求 11214211432 、．12 ．11
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